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平成 30年度返還金回収促進策の概要 

 

１．策定目的 

返還金を確実に回収し、奨学金貸与事業の健全性を確保するため、年度計画で定めら

れている指標等を達成するために、平成 30年度における返還金の回収に係る具体的な施

策をまとめたものであり、その進捗管理を行うことにより確実な実施を図ることとして

いる。 

 

２．策定方針 

当年度の返還金回収促進策は、前年度の施策の達成状況、課題等を勘案しつつ、年度

計画に沿って策定する。 

また、債権管理・回収等検証委員会、機関保証制度検証委員会で返還金回収促進策の

効果検証を行い、その検証結果に基づき報告書で提言された施策の追加等、必要な改善

を図る。 

 

３．主な取組み 

１．申込時及び貸与中における返還意識の涵養等 

（１）高等学校等における返還意識の涵養のための取組み 

〇 高等学校等の関係教職員に対する情報提供の充実 

・「進学マネー・ハンドブック」（平成 30年度版）の利活用に向けた周知を図ると

ともに、平成 31年度以降の作成について検討する。（新規事項） 

〇 高校生等及びその保護者に対する情報提供の充実 

・スカラシップ・アドバイザーの派遣対象に予備校を加えることについて検討す

る。（新規事項） 

（２）大学等における返還指導等を促進するための取組み 

〇 奨学金事業の健全性確保のための取組みの強化と情報公開 

・平成 28年度末時点での学校毎の貸与及び返還に関する情報の公開については、

７月に実施予定。なお、平成 29年度末時点での情報公開にあたり、文部科学省

及び関係団体と調整を図る。 

（３）貸与終了後の指導の改善 

〇 貸与終了時の確実な手続きの推進 

・「返還のてびき」及び奨学業務連絡協議会にて、貸与終了時の手続きについて

周知を図る。  
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２．延滞者に対する早期の解消指導等の強化 

（１）早期の解消指導 

〇 初期延滞者に対する取組み 

・各種延滞者に対する早期の解消指導のための取組みを行う。 

（２）中長期延滞者への対応 

〇 法的処理の適切な実施 

・平成 30年度法的処理実施計画に基づき適切に法的処理を実施する。 

 

３．返還関係事務処理の改善の推進 

（１）返還者の現状把握 

〇 親族等への返還者の返還状況に関する情報の提供 

・親族（父親が連帯保証人の場合の母親等）への返還状況に関する情報の提供を

可能とする仕組みの構築について検討する。（新規事項） 

（２）返還しやすい環境への改善 

〇 制度及び手続きの周知の改善 

・所得に応じて返還負担が軽減される所得連動返還方式について、周知方法を検

討する。（新規事項） 

（３）機構と委託業者との連携強化 

 

４．回収方策等の検証の実施 

（１）債権管理・回収等検証委員会の開催 

（２）機関保証制度検証委員会の開催 

 

４．進捗管理  

経営管理会議資料（JASSOにおける重点課題についての進捗状況）の更新頻度（四半期に

一度）にあわせて、進捗状況の確認を行う。 

新規事項は、平成29年度債権管理・回収等検証委員会の報告書で提言された内容のため、

適宜、委員会の場においても進捗状況等の確認を行う。 

 

以 上 




